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東京都中央区 Q2. 2.    耐用性・信頼性（免震構造、防潮板、２回線受電設備、非常用発電機、汚水貯留槽、湧水・雨水利用）

Q3. 3.    地域性・アメニティへの配慮（屋上テラス、地域開放歩行者空間・緑地、文化財保存、帰宅困難者受入れ）

LR1.1.    建物外皮の熱負荷抑制（Low-E複層ガラス、エアバリアシステム、ルーバー）

LR1.2.    自然エネルギー利用（太陽光発電、ナイトパージ、外気冷房、自然換気装置、ルーバー（ライトシェルフ））

LR2.1.    水資源保護（節水型機器、雨水利用、湧水利用）

LR2.2.    非再生性資源の使用量削減（地下既存躯体全面利用、リサイクル材使用、乾式工法仕上、部材の再利用可能性向上）
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大林組一級建築士事務所
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事務所

新築/保存/景観

D.　評価技術／FB

K.　その他J.　生物多様性I.　周辺・地域への配慮

H.　生産・施工との連携G.　建物基本性能確保F.　長寿命化E.　リニューアル

C.　各種制度活用B.　省エネ・省CO2技術A.　環境配慮デザイン

地下4階、地上12階、塔屋2階
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第三者認証

2014年度版

BEE=3.8

Sランク

「都市計画の変更」と「既存地下躯体の全面利用」による合理的な建築の再生

CASBEE評価省エネルギー性能
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ショールーム

事務室

事務室

有効空地（歩道状空地）

2FL

3FL

4～10FL

地盤面

アルミルーバー

床:タイルカーペット
OAフロアー H100

床:タイルカーペット
OAフロアー H100

天井:システム天井
ロックウール化粧吸音板 t15

軒天：アルミ積層複合板

外壁：PCa板

アルミカーテンウォール

層間塞：ロックウール充填

既存躯体

受けプレート St-t1.6

軒天：アルミ積層複合板

天井:GB-R t12.5+9.5 AEP

床:タイルカーペット
OAフロアー H100

ロックウール充填
受けプレート St-t1.6
バックボード：
けいカル板 t8 VEP

塞ぎ：けいカル板 t8

断熱材：GWマット t50

耐火ボード
けいカル板 t20 VEP

ブラケット：

ブラインドボックス：
STプレート t1.6 SOP

ブラインドボックス：
STプレート t1.6 SOP

アルミ押出し型材

落下防止ピン

断熱材：
ロックウールt35

アルミt2.0 B-FUE

床：花こう岩

雨水処理側溝

釜場

塗膜防水止まりFL+200

耐火パネル　

免震ゴム

ガスケット

エアチャンバー

1FL （既存1FL+50）

免震FL

手摺

天井:600角システム天井
ロックウール化粧吸音板 t15 アルミカーテンウォール

外壁：PCa板-2

真北

17m
23m

9m

赤ラインは旧ビル基準階外形ラインを示す

事務室

共用

設備

設計担当者　

統括：小林浩／建築：馬木直子、木村達治、佐藤信行、河野輝充／構造：山中昌之、中塚光一、

巻島一穂、大橋史和、岡田郁夫、馬場敏光／設備：原田健司、野田辰則、安藤遼

南西外観　

地下から続く柱を斜めに立上たダイナミックな外観

一世紀にわたる歴史を有する大手化学メーカーの本社ビル建替え工

事である。既存ビルは、故・海老原一郎氏による設計で、昭和42年

に竣工した地下5階地上18階、当時としては先進的な柔構造を採用

した、超高層時代の幕開けと位置づけられる建築だ。

建替えにあたっては、先代ビルの合理的精神を引き継ぎ、現代の最

新技術・設計思想により、時代に即したフレキシビリティを持つ持

続可能なビルとして、再生させることをテーマにした。

特徴は大きく二つある。特定街区の変更による、１フロアあたり既

存の倍近いオフィス面積の確保と、既存地下躯体の全面的な利用

だ。建替え後のオフィスは約1,600㎡の整形なオフィスと、リニア

に配置されたコアで構成される。ＥＶホール・階段を外部に面して

配置することで、これまで単なる移動空間であったＥＶホール・階

段室を、気軽に会話のできる開放的な空間、アイデアを生み出すコ

ラボレーション・コミュニケーションの場として位置づけた。明る

く開放的な階段によりスペースが縦にもつながり、建物全体が一つ

の空間としてとらえられるような「点から面へ」の空間づくりを目

指した。低層部で地下から続く既存柱を斜めにスイッチすること

で、基準階ではフレキシビリティの高い整形なオフィスを実現し

た。また、斜め柱によるダイナミックな形態を利用し、ヒューマン

スケールの心地よいピロティ空間を設けている。最上階には東西に

屋上庭園を配し、オフィスビルとしての憩いの空間を設けている。

先代ビルを礎とし、現代の最新技術である免震構造により連結する

ことで、合理的な精神の伝承と新たなステージへの再生を試みた。

中央通りに面した象徴的な柱が立つ場所は、既存の柱位置そのもの

であり、先代ビルの記憶である。都市部でのビルの再生の一つのあ

り方を示せたのではないかと考えている。

開放的なＥＶホールと階段 斜め柱を利用したピロティ空間 建替え前のビル １２階カフェテリアの外部テラス

矩計図

既存地下躯体の利用　縮尺1/2000

基準階平面図　縮尺1/1000

執務室南面

既存躯体の利用

周囲への負荷を最小減に抑えて建物を再生させるべく、ＳＲＣ造の既存地下躯体

を再利用した。工期の大幅短縮、工事中のCO2排出量削減、地下鉄近接工事の回

避、コスト削減等メリットは多い。

旧地下５階～地下２階の既存躯体は再生利用し、旧地下１階部分に新たに免震層

を設けている。これにより地上部の安全性を向上させることができ、既存地下躯

体への地震時せん断力も免震構造により低減される。また地上部のボリュームに

大きな変化がないため、既存地下躯体への鉛直荷重の増加もなく、地上・地下と

もにメリットのある構造計画となっている。

既存地下躯体の再利用に当たっては、十分な健全性・耐久性を確認し、今後の中

性化の進行を抑制する対策を施した。中性化深さの予測法と抑制効果の評価法を

確立し、日本建築センターの評定を日本で初めて取得している。

本社ビルとしての事業継続性と環境負荷低減

防災拠点として、免震構造による安全性の向上・防潮板の設置・２回線受電方式

の採用・インフラ復帰までの３日分の給排水設備の確保等、災害対策本部が設置

できる環境を整備した。また地域住民や帰宅困難者の受け入れ体制も整えた。

屋上には公称出力50 kWの太陽光発電設備を設置し、発電した電力をビル用変電

設備に連携させて消費する計画とした。その他、全館LED照明やエアバリアシス

テム等の採用により環境性能の高いビルを実現、ＣＡＳＢＥＥ　Ｓランクの認証

を取得している。
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